
る
點
だ
と
思
ひ
ま
す
。

か
ゝ
る
繪

は

い
つ
ま
で
見

て
ゐ
て
も
見
飽
の
せ
ぬ
も
の
で
す
。

▲
寫
眞
版
の

エ
ッ
ア

ソ
グ

は
簡
潔
な

よ

い
繪
で
あ

り

ま
す
、
銅
版

と
申
し
て
も
彼
地
に
は

一
枚
百
圓

二
百
圓

の
品
は
珍
ら
し
く
あ
り
ま

せ
ん

、
そ
れ
は

皆
畫

伯
自

ら
彫
刻
し
た
も
の
で
、
甚

し

い
の
は
五

六
牧
刷

つ
て
後
は
版
を
潰

し
て
仕
舞

ふ
た
め
其

や

う
に
高
價

と
な

る
の
で

あ
り
ま
す

。

寄

書
水
彩
畫
と
宗
教

神
奈
川

T
H
生

人
の
一
生
涯
を
通
じ
て
、
最
も
愉
快

に
、
最
も
希

望
に
滿

ち
て
あ
る
べ
き
青
年
時
代
を
、
僕
は
今
淋

し

く
病
牀

の
上
に
過
し

つ
ゝ
あ
る
。

此
悶

々
の
情
を
宗
教

に
依
て
慰

せ
ん
か
、
そ
れ

に

は
僕

の
頭
腦

が
餘

り
に
科
學
的
で

あ
る
。

處
が
水
彩
畫

を
習

ひ
初
め
て
か
ら
、
僕
は

一
枝

の

畫
筆

に
依

て
、
然

も

い
か
に
多
く
の
慰
藉

を
得
つ

つ
あ
る
で

あ
ら
う
か

よ
。

實
に
水
彩
畫

の
人
の
心
を

ピ

ユ
ー
リ
テ
ィ
ー

な
ら

し
む
る
力
は
、
遙

に
迷
信
多
き
宗
教
の
上
に
あ
る

と
思
ふ
。
水
彩
畫

を
學

ぶ
多
く
の
青
年
諸
君

の
中

に
は
、
僕

と
感

を
同

ふ
せ
ら
る
ゝ
方
も
少
く

な

い

と
考

へ
る
。
　

手
製
の
三
脚
床
几

福
知

山

今
景
英

世

三
脚
の
必
要
は
毎
度
感

じ
る
の
で
す
が
、
東
京

か

ら
取
寄

せ
る
の
も
高
價

に
つ
く
し
、
土
地
に
は
賣

つ
て
ゐ

ま
せ
ん
、
因
て

い
ろ
い
ろ

工
風

の
上
、
妙

な
道

具
を
案
出

し
ま
し
た

、
御
同
感

の
諸
者

の
御

參
考
迄
に
御
報
致
し
ま
す

。

ま

づ
餘
り
太
く
な

い

一
尺

五
寸
位
ひ
の
丈
夫

な
竹

を
三
本
と

つ
て
、
上
か
ら
五
寸
位
ひ
の
塲
所
を
針

金
線
で
強
く
固
く
結
び
、
脚
を

三
方

に
擴
げ
て
、

上
に
出
來
た

三
端
に

は
、

一
尺
四
方

位
ひ
の
稍
厚

い
板
を
置
き
、
丁
度
其
竹

の
端
の
上
に
、
五
寸
釘

の
自
由
に
通
る
程
の
穴
を
穿
ち
、
其
穴
よ
り
竹

の

中

へ
釘
を
さ
し
て
板

の
辷
ら
ぬ

や
う
に
し
ま
す
。

釘

さ

へ
と
れ
ば
、
自
由
に
疊

め
て
、
持
運
び
に
も

さ
し
て
不
便
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の

や
う
な
投
書

を
歡
迎

い
た

し
ま
す
(
編
者

)

水
彩
畫
に
志
せ
し
動
機
と

初
寫
生

中
藤

寒
葉
生

私
は
元
來
繪

が
好
で
、
小
學
時
代
か
ら
毛
筆
鉛
筆

畫な
ど

を
書

て
居
た
、
學
校

を
終

へ
て
遊

學
の
身

と
な
り
、
居
候

生
活

の
内
、
朝
夕

文
房
堂

の
店

先

に
、
第

一
に
目
に
つ
く
の
は
水
彩
畫

で
有
る
。
繪

が
好
で
有
る
か
ら
能
く
見
て
來

て
は
厚
紙

へ
極
安

の
繪
具
で
畫

て
見
た
が
面
白
く
な

い
、
是
非
水
畫

を
學

ひ
度

い
と
思
ふ
内
東
京
堂

で
水
彩
畫

の
栞
を

見
出
し
早
速
そ
れ
に
頼

よ
つ
て
お
ぼ

つ
か
な
く
も

畫
き

初
た
の
が
明
治
卅

六
年
の
三
月
。
東
京

を
よ

し
て
郷
里

へ
引
き
込
で
か
ら
、
や
た
ら
に
水
畫

の

手
本
を
買

て
習

つ
て
居

る
う
ち
少
し
は
、
水
彩
畫

ら
し

い
も
の
が
か
け
て
來
た
、
そ
こ
で

一
番
戸
外

寫
生
を
試
み
ん
と
自
分
作
り
の
三
脚
椅
子

を
か
つ

ぎ
出
し

て
、
田
の
中

の
三

ツ
橋

と
云

ふ
所
を
寫
生

し
て
見
た
が
、
机

の
上
と
事
か
わ
り
思

ふ
樣
に
色

の
配
合

も
出
來

す
筆

も
廻
わ
ら
ず
、

い
や
は

や
畫

に
な
ら
ば

こ
そ
、
實

に
お
可
笑

な
物
が
出
來
た
、

内

一
番

む
ず

か
し

い
と
思
つ
た

の
は
、
立
木
と
橋

へ
日
光

の
射
し
た
具
合
と
田
面

へ
寫
る
樹
木

の
具

合
で

あ
つ
た
　

　
　

　
　

　
　

各
地
寫
生
會

●
い
も

や
會
。
所
在
遠
江

國
山
梨
町
○
會
員
松
村

操
、
比
奈

地
畔
川
、
幡
鎌
由

一
、
石
塚
非
石
、
鈴

木
無
里
、
内
藤
六
丁
其
他
○
隔
月

一
回
集
會
自
作

の
水
彩
畫

を
陳
列
し
て
批
判
投

票
を
行
ふ

(
内
藤



六
丁
氏
報
)

●
丹
青
倶
樂
部
。
所
在
京
都
商
業
學
校
○
會
員
飯

野
芳
太
郎
、
鈴
鹿
榮

、
前
川

英
三
郎
、
南
淳

三
、

中
四
二
郎
、
井
山
政
造
、
川
瀬
光

一
郎
、
磯
貝
眞

之
助
、
吉
川
松
五
郎

、
桂
平
三
郎
、
長
谷
川
貞
造
、

北
村
定
次
郎
○
創
立
本
年
三
月
○
月

一
二
回
寫

生

會
を
開
く
○
會
員

の
作
は
ア
ル
バ

ム
に
挿
み
保
存

す
○

ア
ル
バ
ム
は
會
員
順
次

に
回
覽
す
○
毎
月

一

回
會
誌
を
發

行
す
(
北
村
定
次
邸
氏
報

)

豫

告

■
諸
君

の
御
希
望
に

ょ
り
、
十

一
月
頃

本
會
か
ら

主
任
大
下
藤
次
郎
筆

の
畫
帖
を
出
し
ま
す
。
其
繪

に
多
大
の
注
意
を
拂

し
は
勿
論
、
製

版
印
刷
共

す
べ
て
價
を
構

は
ず

や
ら
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

多
少
滿
足
な
も
の
が
出
來
る
事
と
自
信
し
て
居
り

ま
す
。

雜
聞

▲
八
月

の
繪
葉
書

競
技
會
は
暑
中
休
み
で
在
京
の

會
員
少
な
く
、
僅

に
大
田
南
岳
、
山
田
全

二
、
小

林
華
秋

の
三
氏
に
青
梅
よ
り
は
津
雲
氏
、
き
ぬ
た

會
の
松
田
氏
が
見
え
ら
れ
た
。

▲
出
品

の
繪
に
は
隨

分
面
白

い
の

が

澤
山
あ

つ

た

。
意
匠
の
部

に
は
、
跡

を
後
と
同

一
視
し
た
の

が
多
く
、
こ
れ
等
は
選
外

と
し
た

が
、
中
に
は
惜

し

い
の
が
澤
山
あ
つ
た
。

▲
意
匠
と

い
ふ
て
も
、
た

ゞ
思

ひ
つ
き
許
り
で
は

困
る
。
異
な

つ
た
思

つ
き
な
ら
何
で
も
よ

い
と
い

ふ
譯
で
は
な

い
。
其
意
匠
は
高
尚
で
な
く
て
は

い

け
ぬ
。
美

化
さ
れ
て
ゐ
な
く
て
は

い
け
ぬ
。
位
置

や
配
合

に
も
注
意
さ
れ
た

い
。
此
度

の
課
題

の
中

に
も
、
跡

と
い
ふ
の
に
、
酒

の
跡
で
徳
利
の
倒
れ

て
ゐ
る
の
や
、
背
中

に
大
き
な
炙

の
跡
な

ど
あ

つ

た
が
、
是
等
は
餘

程
う
ま
く
か

ゝ
ぬ
と
物

に
な
ら

ぬ
。

▲
兼

て
噂

の
あ

つ
た
平
旦
と
い
ふ
雜
誌

が
出
た
。

菊
地
容
齋
論
は
大

に
見

る
べ
き
も

の
だ
。

暗
中
語

は
穿

つ
て
ゐ
る
。
併
し
か

ゝ
る
記
事
は
所
謂
樂
屋

落

ち
で
、

一
般
讀

者
に
は
何

の
事
だ

か
わ

か
る
ま

い
。

▲
挿
繪

は
皆
面
白

い
が
、
是

も

一
般

の
人

に
其
妙

味
を
知
ら

せ
る
事

は

難

い
で

あ
ら
う
と

危
ま
れ

る
。
鹿
子
木
氏
の
裏
繪

は
思
切

つ
て

や
つ
た
も
の

で

は
あ
る
が
、
か
ゝ
る
事

が
、
美
術

の
進
歩
上
益

あ
る
べ
し
と
も
思

へ
ぬ
か
ら
、
他
の
方
向
の
諷
刺

を
願

い
た

い
も
の
で
あ
る
。

▲
日
本
葉
書

會

の
展
覽

會
は
、
盛
會

の
う
ち
に
閉

ぢ
た
。
出
品

の
數
の
多

い
の
で
、
只
ポ
ー
と
す

る

許
り

。
は
が
き

の
や
う
な
細
か

い
も
の
は
、
矢
張

り

ア
ル
バ
ム
に
挿
ん

で
お
座
敷
で
見
る
も
の
で
あ

る

と
思

つ
た
。

▲
泰
錦
堂

か
ら
は
印
刷
順
序
を
示
す
べ
く
本
誌
の

口
繪

の
一
か
ら
三
迄
を
出
品
し
た
。
こ
れ
を
見
た

人
は
、
製
版
印

刷
の
苦
心
を
察

せ
ら
る

ゝ
で
あ
ら

う
。

▲
松
聲
堂
か
ら
、
本
會

エ
ハ
ガ
キ
の
第

二
輯
を
發

賣
し
た
。
第

三
輯

も
不
日
發
賣

す
る
で
あ
ら
う
。

第

三
輯
は
、
本
會
同
人
の
丸
山
晩
霞

氏
の
筆

で
、

淺
間
山
下
の
四
季
の
風

物
を
描

い
た
も
の
だ
。
氏

の
筆
で
版
に
な

つ
た
も
の
は
少
な

い
か
ら
、
慥

に

珍

と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

▲
本
會

の
鵜

澤
四
丁
氏
は
、
豫

て
米
國

ヴ
ア

ン
ダ

イ
ク
氏
の
繪
畫

鑑
賞
法

と
い
ふ
書

を
飜
譯

中
で

あ

つ
た
が
、
此
程
脱
稿

、世
に
公
に
せ
ら
る
と

い
ふ
。

▲
繪
畫
の

趣
味
普
及
に

熱

心
な

る

木
田
寛
栗
氏

は
、
曾

て
大
日
本
繪
畫

會
を
起
し
、
日
本
繪

の
講

習
録

を
世

に
頒
た
れ
て
ゐ
た
が
、
今
度
更
に
洋
畫

講
習
録

を
出

さ
る

ゝ
と
の
事
だ

。
常
に
繪

を
見
る

の
機
會

に
乏
し
き
地
方
人
士
は
、
こ
れ
に
よ
り
て

益
す
る
事
多

か
ら
う
。

▲
神
田
駿
河
臺

南
北
屋

よ
り
近
き
に
發
賣

さ
る
べ

き
花
の
ゑ
は
が
き
は
、
な
で
し

こ
、
よ
め
な
、
山

茶
花
の
三
種
に
し
て
大
下
藤
次
郎

の
筆

に
な
り
明

晰
な
る
解
剖
圖

を
添

へ
其
天
然

の
情
體

を
水
彩
の

景
色
畫

と
し
て
對
照

の
便
に
供
し
て
あ
る
も
の
で

教
育

用
及
臨
本
を
兼
ね

た
る
も
の
で
あ
る

■
次
號

よ
り
は
石
非
栢
亭
氏
の
『
わ
れ
の
水
繪
』
と

題
す
る
有
益

な
る
記
事
、
二
三
號
に
渉
り

て
連
載

さ
る

べ
し
。

■
み
づ
ゑ
再
版
出
來
、
初
號

よ
り
御
注
文

に
應
ず
。

賣
捌
店

に
無
之
時
は
本
會

へ
直
接
御
注
文
を
希
望

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


